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一
十
日

町
公
園
基
本
計
画

自
然
を
生
か
し
た
森
林
運
動
公
園

桜
力
丘
公
園
（
鮒
）
の
公
有
地
化
か
ら

　
十
日
町
公
園
計
画
の
説
明
会
が
去

る
八
日
而
役
所
で
同
公
園
期
成
同
盟

会
役
員
、
市
会
議
員
な
ら
び
に
関
係

者
を
集
め
て
開
か
れ
ま
し
た
．

　
市
で
は
、
懸
案
の
十
日
町
公
園
計

画
に
つ
い
て
、
昨
春
東
京
の
セ
ン
ト

ラ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
に

基
本
計
画
の
作
成
を
依
頼
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
計
圃
書
が

で
き
あ
が
り
、
同
祉
、
造
園
部
疋
田

次
長
が
来
市
し
て
説
明
が
行
な
わ
れ

た
も
の
。
以
下
は
そ
の
主
な
内
容
で

す
。

　
十
日
町
南
の
都
市
の
椎
移
を
み
る

～
、
第
二
次
産
業
の
人
口
が
増
加
、

都
市
化
の
傾
同
を
た
ど
る
に
つ
れ
、

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
必
．
要
性
が
今

後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
大
規
模
緑
地
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
開
発
が
都
而
発
展
へ
の
ひ

と
つ
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
計
画
の
地

帯
は
、
利
用
し
や
す
い
地
形
で
は
な

い
が
、
施
設
を
つ
く
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
十
日
町
公
園
計
圃

の
性
格
は
将
来
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

奥
地
観
光
地
帯
と
の
一
帯
性
を
持
っ
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第
三
回
臨
時
市
議
会

　
　
　
　
五
月
十
九
日
開
会

　
　
　
　
同
日
閉
ム
耳

　
　
　
　
　
　
議
案
処
理
結
果

▽
十
日
町
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ

　
い
て

▽
十
日
酊
市
都
而
計

圃
税
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

▽
昭
和
四
十
五
年
度
十
日
町
市
一
般

　
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

▽
昭
和
四
十
五
年
度
＋
日
鮒
市
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
診
療
施
設
勘

　
定
補
正
予
算
に
つ
い
て

▽
昭
和
四
十
五
年
度
†
日
町
市
新
水

　
へ
き
地
出
張
診
療
所
特
別
会
計
事

た
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
基
地
と
し
て

の
役
割
を
持
っ
て
い
る
。

桜丘公園計画図1＼β1！騰

遍
　
十
日
町
公
園
の
全
体
計
画
で
は
、
　
百
診

市
の
東
側
丘
陵
地
一
帯
で
面
積
約
二
が
、
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業
勘
定
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
以
上
原
案
可
決

　
　
第
一
一
回
定
例
会

　
　
　
　
　
六
月
十
一
日
開
ム
．
5

　
　
　
　
　
十
一
一
日
閉
ム
万

　
　
議
案
処
理
結
果

　
▽
公
軍
委
員
会
委
昌
の
選
任
に
つ
い

　
　
て

　
　
市
公
平
委
員
会
委
員
村
山
信
弘
氏

　
　
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

　
　
た

　
▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委

　
　
員
選
任
に
つ
い
て

　
　
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
丸
山

　
　
銀
一
氏
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意

　
　
し
ま
し
た

　
▽
昭
和
四
十
五
年
度
十
日
町
市
一
般

　
　
会
計
補
正
予
算
に
っ
い
て

＼
＼
、
、

器
認
＝
”
”

以
上
他
二
件
と
も
原
案
可
決
．
き
ま

　
っ
た
主
な
も
の
と
し
て
は
、

市
民
会
舘
建
設
費
委
託
料
百
四
十
三

万
五
千
円
、
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
購

入
費
八
百
六
十
万
円
、
田
川
南
線
舗

装
工
事
費
追
加
五
百
．
万
円
、
島
一
号

線
舗
装
工
事
費
追
加
二
百
万
円
、
大

黒
沢
国
鉄
陸
欄
負
担
金
追
加
三
百
万

円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
十
日
酊
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

　
い
て

　
　
文
敬
厚
生
委
員
会
付
託

　▽

十
日
阿
南
認
足
職
業
訓
練
施
設
設

　
置
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
　
経
済
委
員
会
付
託

　
▽
市
道
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
建
設
委
員
会
に
付
託

（
六
十
万
坪
）
と
な
，
て
い
る

こ
の
う
ち
適
正
な
地
域
は
公
有
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ア
賢
　
。

地
化
の
間
題
も
あ
っ
て
事
業
化
に
つ

い
て
は
つ
ぎ
に
掲
げ
る
愛
宕
山
公
園

及
び
桜
ヵ
丘
公
園
（
仮
称
）
を
中
心

と
し
た
森
林
運
動
公
園
な
ど
、
市
の

一
般
的
情
勢
に
マ
ッ
ヂ
し
た
公
園
緑

地
系
統
の
配
置
が
軸
で
あ
る
．

　
こ
の
た
め
都
市
開
発
課
で
は
、
本

年
度
か
ら
桜
ヵ
丘
公
園
（
仮
称
）
の

用
地
買
収
を
実
施
す
る
計
圃
で
「
財

団
法
人
桜
の
会
」
　
（
会
侵
船
田
中
）

か
ら
も
桜
五
百
本
の
寄
付
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
．

1
、
呼
宕
山
公
園

　
戦
没
者
慰
霊
碑
を
中
心
た
、
す
る
風

致
、
散
策
公
園
と
す
る
。
隣
接
の
児

童
公
園
（
財
務
事
務
所
の
裏
山
）
と

歩
道
欄
で
連
絡
し
一
連
の
利
用
を
可

能
に
さ
せ
る
。

　
全
域
面
積
二
・
六
診
、
利
用
面
積

○
・
四
診

2
、
児
童
公
園

　
鉄
棒
、
吊
棒
、
砂
場
等
の
遊
具
、

［
畠
爵
広
霧
譜
し
、
臨
的

一
な
児
童
公
園
～
す
る
．
休
養
型
の
愛

宕
山
公
園
と
の
一
体
的
剰
用
を
考
え

る
．

　
全
区
域
面
積
一
診
、
利
用
面
積
○

・
一
一
六
診

3
、
桜
ヵ
丘
公
園
（
仮
称
）

　
傾
斜
し
た
地
形
を
生
か
し
て
階
段

状
の
公
園
と
し
、
軽
運
動
と
散
策
、

大
火
7
0
周
年
行

事
終
わ
る

去
る
＋
日
の
大
火
記
念
日
を
中
心

と
す
る
大
火
記
念
特
別
防
火
週
間
は

市
役
所
前
広
場
の
火
防
祈
願
祭
、
防

火
市
中
パ
レ
；
ド
、
飛
行
機
に
よ
る

空
中
防
火
寛
伝
、
記
念
講
演
な
ど
多

彩
な
行
事
を
展
開
、
防
火
に
つ
い
て

の
認
識
を
深
め
十
八
臼
終
わ
り
ま
し

た
。
市
民
の
皆
ざ
ん
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
写
真
は
火
防
祈
願
祭
・
挨
拶
し
て

い
る
村
山
市
長
】

　
千
歳
公
園
完
成

　
総
工
費
二
百
十
万
円
で
実
施
し
た

も
の
で
、
市
役
所
南
側
に
位
置
し
都

市
公
園
の
噌
つ
と
し
て
作
ら
れ
た
も

の
で
す
．
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

眺
望
の
た
め
の
利
用
を
想
定
す
る
。

中
心
市
街
地
の
近
隣
公
園
で
あ
る
と

と
も
に
、
最
ヒ
部
の
広
場
の
池
の
中

央
に
織
女
の
像
を
殼
け
、
十
日
酊
市

の
シ
ン
ボ
ル
公
園
と
す
る
。

　
全
区
域
面
積
五
・
三
診
、
利
用
面

積
一
・
四
診

4
、
森
称
運
動
公
園

　
起
伏
の
あ
る
地
形
と
植
生
を
活
か

し
た
市
の
中
心
的
公
園
と
す
る
。
主

要
施
設
と
し
て
施
設
費
約
二
億
四
千

万
円
で
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

パ
レ
ー
コ
i
卜
、
ア
ー
チ
ュ
リ
ー
フ

ィ
ー
ル
ド
（
洋
弓
場
）
球
技
場
（
蹴

球
、
ラ
グ
ビ
ー
等
）
を
謝
固
し
、
雪

　ま
つ
り
等
の
行
事
を
球
技
湯
で
開
催

す
る
こ
と
を
者
慮
す
る
。
ア
ー
チ
ュ

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
発
生

　
　
　
　
　
　
　
信
濃
川
流
域
は
危
険
で
す

　
去
る
十
五
日
．
市
内
城
之
古
、
農

業
小
株
武
治
さ
ん
（
一
、
吋
乙
は
、
十
日
町

｝締
め
切
り
は

三
十
日
ま
で

　
市
内
施
設
見
学
を
実
施
し
ま
す
。

　
見
学
期
日

　
七
月
十
三
日
（
月
）
十
四
日
（
火
）

見
学
希
望
者
は
、
官
製
ハ
ガ
キ
で
、

住
所
、
氏
名
を
朋
記
し
、
六
月
三
十

日
ま
で
に
市
役
所
市
長
公
室
あ
て
お

串
し
込
み
下
さ
い
．
な
お
見
字
期
日

に
つ
い
て
第
一
希
望
、
第
二
希
望
ま

で
お
書
き
下
さ
い
。

十
五
団
（
水
）
十
六
日
（
木
）
毎
回

バ
ス
一
台
で
見
学
し
ま
す
。

　
見
学
コ
ー
ス
と
時
間

　
午
前
九
時
市
役
所
前
集
合
、
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
、
吉
田
小
泉
地
区
農

業
構
造
改
善
事
藁
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
細
尾
ホ
ッ
ブ

園
、
南
中
学
校
寄
宿
舎
、
市
役
所
午

後
五
時
解
散
．

　
持
参
す
．
る
も
の

　
中
食
を
ご
持
参
下
さ
い
。

　
そ
の
他

　
パ
ス
の
定
員
は
一
台
五
†
人
で
す

か
ら
、
全
日
程
で
二
百
人
見
学
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
に
よ
っ
て
五

十
人
を
超
え
た
と
き
は
．
抽
せ
ん
に

よ
り
、
見
学
日
を
変
史
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
か
ら
ご
承
知
下
さ
い
。
な

お
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
こ
ど
も
の

同
伴
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。
バ
ス
代
金

は
然
料
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
参
加
を

市
内
施
設
見
学

1
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
、

病
院
で
血
屑
検
査
を
受
け
た
と
こ
ろ

ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
と
わ
か
り
ま
し
た
．

小
林
さ
ん
は
．
去
月
二
十
三
日
午
前

十
時
三
十
分
頃
、
十
R
町
自
動
車
学

校
下
付
近
の
信
濃
川
（
羽
根
川
と
の

合
流
地
帯
）
で
魚
と
り
を
し
て
刺
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
は
、
信
濃
川
湿
地

帯
な
ど
の
風
土
病
で
、
野
ね
す
み
に

寄
生
す
る
ツ
ツ
ガ
ム
シ
（
佐
艮
○
・

三
』
、
ヂ
位
の
ダ
ニ
）
に
よ
り
発
病
し
ま

す
。
ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
刺
さ
れ
る
♪
四

＋
度
位
の
高
熱
が
続
き
、
全
身
に
は

し
か
の
よ
う
な
赤
い
斑
点
が
で
き
死

亡
率
も
高
く
危
険
で
す
．
こ
れ
か
ら

皆
さ
ん
も
、
水
に
親
し
む
こ
と
が
多

く
な
る
と
忠
い
ま
す
が
、
信
濃
川
付

近
で
の
魚
釣
り
、
水
遊
び
な
ど
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
．
特
に
子
供

達
を
危
険
な
場
所
に
近
づ
け
な
い
よ

う
親
の
監
硯
を
お
願
い
し
ま
す
．

リ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
は
他
の
施
設
に
容

易
に
転
用
し
得
る
素
朴
な
施
設
と
す

る
。

全
域
＋
七
・
七
診

▽
先
般
、
関
芳
織
物
株
式
会
社
よ
り

十
日
町
公
園
建
設
に
役
立
た
．
せ
て
下

さ
い
と
い
う
こ
と
で
五
十
万
円
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
．
ま
た
、
樋
口
政

太
郎
氏
よ
り
二
万
円
の
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。

農
業
経
営
な
ど
意
向
調
査
を
実
施

　
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
塚
を
対

象
に
農
業
経
営
に
関
す
る
意
向
調
査

と
農
業
後
継
者
の
意
同
調
査
を
実
施

し
ま
す
．
こ
の
調
査
表
は
表
面
を
経

営
主
が
、
裏
面
を
あ
と
と
り
が
記
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
六
月
二

十
五
自
と
り
ま
と
め
、
そ
の
結
巣
を

後
日
、
市
報
に
公
表
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
内
容
は
最
近
、
年
々
多

く
の
農
業
労
働
力
が
流
動
し
、
十
日

町
市
で
も
い
わ
ゆ
る
「
挙
家
離
農
」

と
い
わ
れ
る
現
象
が
生
じ
て
い
ま
す

が
、
τ
の
現
象
は
、
今
後
ど
の
よ
う

な
経
路
を
た
ど
り
、
ど
の
よ
う
な
地

域
で
生
じ
よ
う
と
す
る
の
か
、
一
般

化
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
、
農
業

を
続
け
て
行
く
に
は
今
後
ど
の
よ
う

な
施
策
を
望
ん
で
い
る
か
な
ど
で
、

農
民
の
た
め
の
対
籏
を
た
て
る
甚
礎

　
　
　
　
　
●

資
料
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
庭
野
清
平
氏

　
市
内
島
、
庭
野
清
軍
氏
は
去
る
三

十
　
日
変
通
事
故
で
県
立
十
日
町
病

院
で
入
院
中
五
臼
午
前
二
特
死
去
さ

れ
ま
し
た
．
七
十
五
才
。
庭
野
氏
は

一
昭
和
十
二
年
四
月
十
日
町
町
議
四
期

を
つ
と
め
同
二
十
二
年
五
月
か
ら
町

村
合
併
の
二
十
九
年
三
月
ま
で
町
議

会
議
長
を
、
ま
た
合
併
後
十
日
町
市

の
初
代
議
得
を
一
年
間
つ
と
め
、
去

る
四
月
二
†
九
日
地
万
行
政
の
功
労

著
と
し
て
勲
五
蓼
受
暮
れ
ま
し

た
。

い
っ
せ
い
街
頭

指
導

　
　
　
　
十
日
町
警
察
署

黛
垂
　
＋
日
町
警
察
署

　
　
　
　
　
で
は
、
最
近
の
交

　
　
　
　
　
通
事
故
の
多
発
に

　
　
　
　
　
伴
い
、
い
っ
せ
い

　
　
　
　
　
街
頭
指
導
を
去
る

　
　
　
　
　
四
日
実
施
し
ま
し

　
　
　
　
　
た
。
今
回
は
特
に

　
　
　
　
　
歩
一
行
者
の
横
鞭
な

き

　
　
　
　
　
ど
を
重
点
に
行
な

　
　
　
　
　
わ
れ
ま
し
た
が
、

　
　
　
　
　
本
町
目
抜
き
通
り

　
　
　
　
　
　
の
拡
巾
工
事
も
あ

　
　
　
　
　
　
っ
て
、
交
通
か
ま

　
　
　
　
　
す
ま
す
混
雑
し
て

　
　
　
　
　
き
ま
す
の
で
注
慧

　
　
　
　
　
を
翁
願
い
し
ま
す

　
申
央
公
民
舘
が

　
移
転

　
こ
の
ほ
ど
、
市
民
会
舘
建
設
の
た

め
公
民
舘
を
取
り
こ
わ
し
ま
す
の

で
．
事
務
量
を
つ
ぎ
の
期
聞
、
市
民

体
育
舘
内
に
移
転
し
ま
す
．
お
間
違

い
の
な
い
よ
ろ
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
期
閥
　
十
四
日
か
ら
七
月
上
旬

　
　
　
　
ま
で
．

　
旭
ヶ
丘
団
地
分

　
譲
住
宅
の
募
集

　
県
住
毛
供
給
公
社
で
は
、
住
宅
金

融
公
窟
融
資
付
分
譲
住
毛
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
住
宅
は
、
昨
年
か
ら
中
条
駅

裏
の
旭
ケ
丘
団
地
に
建
設
中
の
も
の

で
、
今
年
度
二
十
戸
を
募
集
し
ま

す
．
六
月
二
十
五
日
ま
で
に
、
市
役

所
都
市
開
発
課
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
．

　
人
権
擁
護
委
員

　
決
ま
る

　
十
日
町
市
の
人
権
擁
護
委
員
に
つ

ぎ
の
四
氏
が
決
ま
り
ま
し
た
。
小
林

賢
秀
氏
、
服
部
慶
円
氏
、
竹
内
茂
氏

武
田
文
雄
氏
（
順
不
同
）
．
人
権
侵

害
な
ど
の
心
配
ご
と
は
八
権
擁
護
委

員
に
ご
相
談
下
さ
い
．

　
　
自
衛
官
の
募
集

　
昭
和
四
十
五
年
度
の
自
衛
官
（
陸

海
、
空
）
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
．

応
募
資
格
、
手
続
な
ど
の
く
わ
し
い

こ
と
は
市
役
所
市
民
課
へ
お
た
す
ね

下
さ
い
。

　
主
任
配
管
工
の

　
受
験
手
続

日
本
水
道
協
会
県
支
部
で
は
、
主
任

配
管
工
の
資
質
向
上
の
た
め
、
つ
ぎ

に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
試
験
を

だ4了

な
い
ま
す
か
ら
、
七
月
二
十
臼
ま

で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
．

〔
受
験
資
格
〕

　
新
潟
支
部
管
内
に
居
住
し
、
次
に

該
当
す
る
も
の
。

1
、
高
等
学
校
ま
た
は
旧
制
中
学
校

　
も
し
く
は
．
こ
れ
と
同
等
以
上
の

　
学
校
に
⑯
い
て
、
土
木
工
学
ま
た

　
は
機
械
工
学
も
し
く
は
衛
生
工
学

　
に
関
す
る
学
科
を
修
め
、
二
年
以

　
上
水
道
工
事
の
実
務
経
験
を
有
す

る
者
。

2
、
五
年
以
上
給
水
工
事
の
実
務
経

験
を
有
す
る
者
。

3
、
職
業
訓
練
法
に
よ
る
配
管
規
程

　
を
修
了
し
、
三
年
以
上
給
水
工
事

　
の
実
務
経
験
を
有
す
る
も
の
。

〔
受
験
手
続
〕

1
、
受
験
願
書
の
提
出

2
、
書
類
の
添
付

　
①
履
歴
書
②
住
民
票
抄
本
③
写
真

④
資
格
証
明
証

　
な
拘
規
程
の
施
行
日
（
四
十
五
年

四
月
十
八
日
）
現
在
、
各
市
町
村
で

主
任
配
管
工
の
資
格
を
有
す
る
者

（
資
格
の
名
称
に
か
＼
わ
ら
す
、
そ

れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
お
け
る
所
定
の

資
格
を
有
す
る
者
）
は
、
そ
の
資
格

を
取
得
し
た
市
町
村
に
限
定
し
、
こ

の
規
定
に
よ
る
資
格
を
取
得
し
た
も

の
と
．
み
な
す
。
こ
の
場
合
当
該
主
任

配
管
工
の
資
格
を
有
す
る
者
は
、
認

定
証
の
交
付
を
そ
れ
ぞ
れ
資
格
を
取

得
し
た
市
町
村
を
経
田
し
で
申
請
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
請
求
権
は
七
月

　
十
三
日
ま
で
に

　
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別

給
付
金
支
給
法
に
よ
り
十
万
円
の
国

債
が
支
給
さ
れ
る
対
象
遺
族
の
請
求

権
は
本
年
七
月
十
三
日
を
も
っ
て
時

効
に
よ
り
消
滅
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
．
こ
れ
に
該
当
す
る
遺
族
で
あ
っ

て
未
請
求
の
方
は
至
急
市
社
会
福
祉

事
務
所
へ
手
続
に
⑯
出
で
下
さ
い
．

停
電
の
お
し
ら
せ

六
月
二
十
四
自
（
十
三
時
か
ら
十
七

　
　
　
　
　
　
時
ま
で
）

〈
区
域
〉

上
新
田
～
原
村
～
二
十
日
城
～
岩
野

5
行
事
～
反
里
目
～
桑
原
～
為
永
～

仙
之
山
～
漉
野
5
願
入
～
塩
野
～
新

保
～
新
光
寺
5
水
口
。

六
月
二
十
七
日
（
二
時
三
十
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
五
時
三
十
分
）

〈
区
域
〉

本
町
二
、
三
丁
目
セ
関
口
樋
口
町
5

西
寺
町
東
～
諏
訪
朗
～
高
田
町
一
部

～
袋
町
。
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県
市
合
同
で
352

工
場
な
実
施

公
害
特
定
施
設
の
実
態
調
査

　
市
で
は
、
県
庁
公
害
課
と
合
同
で
て
い
る
特
定
施
設
が
、
本
而
域
で
ど

一
臼
か
ら
五
日
ま
で
、
市
内
の
三
百
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
氷
質
汚

五
十
二
工
働
を
実
態
調
査
し
ま
し
、
濁
、
騒
音
、
振
動
、
ガ
ス
、
臭
気
な

た
。
こ
の
調
査
は
、
従
藁
昌
四
名
以
上
ど
を
重
点
に
行
な
っ
た
も
の
で
す
。

の
工
場
を
抽
出
し
て
行
な
っ
た
も
の
　
こ
の
結
果
は
、
あ
と
で
十
日
町
而
公

で
、
県
公
害
防
止
条
例
に
定
め
ら
れ
害
防
止
に
関
す
る
基
礎
調
査
報
告
書

難
灘

灘
㎜
軸
灘
　
霧

　
　
公
害
は
現
在
大
き
な
社
会
問
題

　
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
他
人

　
の
間
題
で
は
な
く
、
市
民
一
人
一

　
人
の
身
近
な
間
題
で
す
．
そ
こ
で

　
今
月
か
ら
毎
月
公
害
問
題
シ
リ
ー

　
ズ
を
掲
載
す
る
こ
と
、
k
し
ま
し
た

　
　
ー
「
公
害
の
範
囲
」

　
　
に
つ
い
て
説
明
し
て
く

2

ゆ

－
欝

襯
鰹

騰鎌
、
脳

　
歎
’

と
し
て
公
表
し
ま
す
。
調
査
で
訪
間

し
た
工
場
を
は
じ
め
、
皆
さ
ま
方
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
公
害
対
策
に
っ
い
て
座
談
会
】

　
公
害
特
定
施
酌
の
実
態
調
査
を
終

了
し
た
五
■
の
午
後
三
時
か
ら
引
き

つ
づ
い
て
而
役
所
で
座
談
会
を
開
き

ま
し
た
．
こ
の
座
談
会
は
、
「
県
公

害
防
止
条
例
と
公
害
対
策
」
を
テ
ー

マ
に
実
際
に
凋
査
を
担
当
し
た
県
庁

公
害
課
職
員
を
含
め
、
市
議
会
、
業

界
、
市
農
協
な
ど
市
民
代
豪
か
ら
当

市
に
お
け
る
公
害
対
策
に
つ
い
て
話

し
合
い
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
以

下
は
そ
の
要
旨
で
す
．

▼
昨
年
十
月
一
日
施
行
し
た
県
公
害

防
止
条
例
は
、
県
の
公
害
行
政
の
姿

勢
を
示
し
た
も
の
で
、
合
わ
せ
て
規

制
の
役
目
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
今
回
の
調
査
で
大
気
汚
染
、

水
質
汚
濁
、
騒
音
な
ど
の
特
定
施
設

の
調
査
を
当
市
で
行
な
っ
た
理
由
に

つ
い
て
、

　
県
公
害
課
で
は
「
い
ま
ま
で
に
県

下
で
燕
而
、
三
条
市
を
調
査
し
た
。

十
日
町
而
で
は
、
都
市
の
再
開
発
を

進
め
て
い
る
が
、
あ
ら
か
じ
め
公
害

間
題
に
対
処
す
る
た
め
行
な
っ
た
も

だ
さ
い
ー

【
答
】
「
公
胃
と
い

う
雷
葉
に
よ
う
て
慧
味

し
よ
う
と
す
る
範
囲
は
、
人
為

的
現
象
に
よ
る
被
害
で
あ
る
点
を

除
け
は
、
人
に
よ
っ
て
相
当
の
差

異
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
昭
和
四
十
二
年
公
害
対

策
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
こ
の
法

律
で
対
象
と
す
る
「
公
害
」
の
範

囲
を
次
の
よ
う
に
明
定
し
ま
し

た
。

　
事
業
活
動
そ
の
他
．
人
の
活
動

に
伴
っ
て
生
す
る
「
相
当
範
囲
に

わ
た
る
①
大
気
の
汚
染
②
水
質
の

汚
濁
③
騒
音
④
振
動
⑤
地
盤
の
沈

下
⑥
悪
臭
」
に
よ
っ
て
、
人
の
健
康

又
は
生
活
環
境
に
係
る
被
害
が
生

す
る
こ
乏
を
「
公
害
」
と
定
義
し

「
生
活
環
境
」
に
は
、
人
の
生
活

に
密
接
な
関
係
の
あ
る
財
産
並
び

に
動
檀
物
及
び
そ
の
生
育
環
境
を

含
む
も
の
と
規
定
し
ま
し
た
。

　
従
っ
て
、
し
ぱ
し
ぱ
社
会
的
に

「
公
害
」
と
呼
ぱ
れ
る
事
象
で
あ

っ
て
も
、
建
築
物
に
よ
る
日
照
の

阻
雷
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
な

ど
の
受
信
を
妨
げ
る
電
波
障
書
、

事
故
に
よ
る
油
類
の
水
田
流
入
に

の
で
、
秋
に
は
長
岡
而
を
実
施
す
る

予
定
だ
。
」

▼
ま
た
県
公
害
防
止
条
例
に
定
め
る

特
定
施
設
に
つ
い
て
、

　
「
十
日
町
市
は
、
織
物
が
主
産
藁

で
、
関
運
機
械
が
主
と
な
る
。
た
と

え
ぱ
、
織
機
、
染
色
機
、
精
練
機
な

ど
。
し
か
し
、
実
態
調
査
の
結
果
、

イ
タ
リ
ー
式
撚
糸
機
が
特
定
施
設
に

入
っ
て
い
な
い
の
は
、
検
討
の
余
地

が
あ
る
。
」

▼
出
機
は
県
公
害
防
止
条
例
の
対
象

に
な
る
か
に
つ
い
て
は
、

　
「
今
回
の
調
査
は
、
出
機
を
対
象

外
と
し
て
、
従
業
員
四
名
以
上
の
工

場
を
抽
出
し
て
行
な
っ
た
。
条
例
適

用
の
面
で
は
、
騒
音
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
が
、
た
だ
規
制
す
る
と
い
う
考

え
だ
け
で
な
く
、
全
而
的
な
立
場

で
ど
う
あ
る
ぺ
き
か
を
今
後
、
さ
ぐ

り
だ
さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
思

う
。
」

縢
況
だ
つ

よ
る
農
作
物
の
被
害
な
ど
の
事
象

は
、
こ
の
法
律
の
対
象
と
は
さ
れ

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
法
律
で
定
め
た
「
公
害
」

と
異
な
る
意
味
の
「
公
害
」
と
い

う
用
語
を
便
用
す
る
こ
と
は
自
田

で
す
が
、
政
府
に
お
い
て
「
公

害
』
と
い
う
用
語
を
用
い
る
と
き

は
、
法
律
に
定
義
さ
れ
た
と
こ
ろ

を
意
味
す
る
も
の
と
さ
れ
、
ま
た

新
潟
県
で
も
「
公
害
の
範
囲
」
を

公
害
対
策
基
本
法
と
同
趣
冒
の
も

の
と
し
て
条
例
で
定
め
て
い
ま

す
。
従
っ
て
国
・
県
・
市
な
ど
の

行
政
機
関
で
用
い
る
「
公
害
の
鯖

囲
」
は
、
公
害
対
策
基
本
法
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
た
意
味
内
容
に
統

一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

（
都
而
開
発
課
）

　
第
二
十
五
回
県
展
（
県
美
術
展
）

が
、

藁
興

士
百
薯
間
馨
霧
懸
肛
饗
匙

撫、
1怨　1

勢牟のひろφ！

舘
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新

潟
日
報
、
県
教
曹
委
員
会
、
市
な
ど

の
共
催
に
よ
る
も
の
で
、
県
ジ
ュ
ニ

▼
繁
者
と
し
て
の
対
策
は
、

　
「
公
害
対
策
に
誠
意
を
持
っ
て
前

向
き
の
姿
勢
で
検
討
し
て
い
る
．
」

▼
な
お
実
態
調
査
と
用
途
指
定
地
域

と
の
関
連
は
、

　
「
全
ぐ
別
個
の
も
の
と
い
う
こ
と

で
す
。
」

　
ち
な
み
に
、
昨
年
度
、
市
役
所
へ

の
苦
情
申
し
立
て
は
、
騒
音
に
つ
い

て
四
件
、
水
質
汚
濁
に
つ
い
て
二
件

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
公
害
間

題
は
、
市
産
業
の
発
展
と
あ
い
ま
っ

て
ま
す
ま
す
起
き
て
ぐ
る
こ
と
が
予

美
術
慶
好
者
の
期
待
ど
お
り
盛
況
の

う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。
地
元
入
選

者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

【
書
道
】
▽
県
展
賞
“
「
飲
中
八
仙

歌
」
岡
村
松
燗
（
本
町
）
▽
入
選
“

「
短
歌
」
水
野
閑
秋
（
水
野
町
）

【
彫
塑
】
▽
県
展
賞
H
「
母
乏
子
」

藤
巻
秀
正
（
住
吉
町
）
　
【
洋
画
】
▽

λ
選
腔
「
作
品
二
」
徳
永
仁
（
神
明

町
）
「
十
日
町
郊
外
」
田
中
清
（
四

日
町
）
　
【
版
画
】
▽
入
選
興
「
内

在
」
小
株
順
二
（
田
中
町
）
　
「
工
場

想
さ
れ
ま
す
。
今
後
、
都
市
計
画
の

一
環
と
し
て
の
長
期
的
な
下
水
対
策

ま
た
騒
音
、
振
動
に
対
処
す
る
た
め

の
積
極
的
な
防
音
対
策
な
ど
、
こ
の

実
態
調
査
を
手
が
か
り
に
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
．

ハ
イ
オ
ク
の
使
用

自
粛
に
ご
協
力
を

　
ガ
ソ
リ
ン
の
鉛
公
害
に
つ
い
て
、

全
国
的
に
対
策
が
急
が
れ
て
い
ま
す

が
、
県
で
は
こ
の
ほ
ど
ハ
イ
オ
ク
を

使
用
し
て
い
る
車
は
、
早
期
に
レ
ギ

の
午
後
」
阿
部
汗
明
（
北
新
田
ゾ

【
写
巨
】
▽
入
選
“
「
お
で
か
け
」

樋
口
喜
一
（
川
治
V
「
私
と
雪
」
湯

沢
喜
一
（
本
町
）
他
三
点
◎

ユ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
に
切
り
替
え
る
よ

う
各
而
町
村
に
通
達
し
ま
し
た
。
市

で
も
、
　
一
部
ハ
イ
オ
ク
を
使
用
し
て

い
た
公
用
宙
に
つ
い
て
、
直
ち
に
レ

ギ
’
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
に
切
り
替
え
る

こ
と
と
し
た
ほ
か
重
油
に
つ
い
て
も

R
重
油
か
ら
A
重
油
を
使
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
現
仔
使
用
さ
れ
て
い

る
ハ
イ
オ
ク
は
、
性
能
ア
ッ
プ
を
図

る
た
め
四
エ
チ
ル
鉛
が
添
加
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
が
鉛
公
害
と
し
て

問
題
視
さ
れ
る
わ
け
で
、
皆
ざ
ん
の

便
用
自
粛
を
翁
願
い
し
ま
す
。

カメラルポ

　
市
道
山
高
線

を
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装

山
高
線
の
う
ち
、

こ
の
ほ
ど
鉄
道
線
路

か
ら
西
面
の
延
長
百

六
十
一
・
五
厨
、
巾

昌
七
・
二
六
層
を
総

工
事
費
二
百
†
五
万

円
で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
し
ま
し
た

市
民
釣
リ
大
会

　
第
十
四
回
南
民
釣
り
大
会
が
、
さ

わ
や
か
に
晴
れ
あ
が
っ
た
六
日
、
七

↓
表
彰
式
風
景

魚
釣
り
風
景
↓

日
の
両
日
市
内
大
池
で
開
か
れ
ま
し

た
．
六
日
は
一
般
の
部
、
ヒ
日
は
子

供
で
日
頃
の
腕
を
競
い
あ
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
一

般
の
部
一
等
は
江

泉
忠
作
さ
ん
（
目

方
二
・
五
♂
膠
）

子
供
の
部
一
等
は

村
山
義
則
君
（
ニ

キ

。
解
）
で
し
た
．

以
下
成
績
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

　
（
三
位
ま
で
）

一
般
の
部

一
等
（
大
漁
賞
）

二
・
吾
を

本
町
二
丁
目

　
　
江
泉
思
作

二
等
二
・
四
ヂ
4

　
　
北
新
田

三
等
　
　
　
　
一
・
七
♂
解

　
　
泉
町
　
　
　
小
林

子
供
の
部

一
等
　
　
　
二
・
○
’
解

　
　
南
中
学
校
　
　
村
山

二
等
　
　
　
　
一
・
九
キ
ロ
咳

　
　
十
日
酊
中
学
校
　
俣
坂

三
等
　
　
　
　
一
・
九
♂
撃

　
　
十
日
町
中
学
校
　
高
僑

見
物
誠
一

1懲簿犠療
懲懲礁鋼鮮鐵糠p

灘

　
　
　
つ
つ
じ
原
の
つ
つ
じ
満
開

　
　
　
水
沢
商
工
会
（
丸
山
尚
政
会
長
）

　
章
で
は
十
日
、
伊
達
つ
つ
じ
原
の
視
祭

　
　
を
行
な
い
ま
し
た
．
こ
こ
は
県
下
に

　
　
知
れ
わ
た
っ
た
つ
つ
じ
の
名
所
で
す

　
　
が
、
水
沢
商
工
会
で
は
、
さ
ら
に
っ

　
　
つ
じ
を
ふ
や
そ
う
と
五
年
前
か
ら
雑

　
　
木
林
を
刈
り
払
い
、
っ
っ
じ
の
雑
木

　
　
診
の
つ
つ
じ
林
と
な
り
今
を
さ
か
り

　
　
・
と
咲
き
ほ
こ
っ
て
い
ま
丁
．

義
則

道
範
を
胃
て
て
お
り
ま
す
が
、
ル
今
年
で
三

秀
二

結核定期健康診断（ツベルクリン反応検査）

1ツベルクリン接種 判　定、 BCG．轟灘，幅， 時　間 月　日 時　間
場　　所

9：30～9：40 6月25日 9：30～9：40 珠　田　分　校

　1一…
一 ＝

璽L丞測・1学校区 （梵 10：30～11：00 ㈱ 10：30～11：00 水沢出張所
梱八剛・学校区 1：30～1：45 1：30～1：45 八箇小学校
　＿

　一　『　　　　『
一
　
卜
冶
刷
川
　 治地　区！6月24日 2；00～2：30 6月26日 2：00－2：30 川治公民館

鹸堕離国 （水） 3：00～3：30
　『　　一　　　　一　　　 　　一　　・　一

3：4（1～4：00

働 黒淵 六箇小学校
塩之又分校

　　　　　r下　東下組小学校区16月30日 10：0Gヨ0：30 7月2日 ）～10 東下組小学校
到下条小亭耐 ㈹ 10：451－11：30 ㈹ 10：45～11 「条出張所

7月1日 2：15～3：00 7月3日 2115・一3 h条公民館
　一

大中1中条小学校区
井　トー一一

田条大井田小学校区 ㈱
一
1：30瓦2：00 ㈹ 1：30～200 大井田小学校

　一＋大　　　　池 9：30～9：40 9：30～9　4 大池小学校日
町
赤
　
　
　
　 倉 10100～10：15 10：00～10：15 赤　倉　分　校

褥　　　　　一　　　　　沢
　　田小学校区

ろ月7日
11：00～11：15 7月g日 11：00～11：15 軽　沢　分　校

（幻 1：30～2：00 休） 1：30～2：00 吉田小学校
『1

　鐙島小学校区 2：15～3：00 2：15～3：00 鐙島小学校
田真田小学校区 3：15～3：30 3：15～3：30 真田小学校
本町西1、本町2、3、
袋町東．41、高田町1
昭和町2、3、西寺町、
七軒町、加賀糸屋、関
口樋口、旭町、駅通り
西浦東、水野町、若宮 7月8H 2：15～3：30

7月10日
2：15～3：30 市民体育館

町、宮下東、西、諏訪
町、神明町、学校町、
川原町、田川町1、2、3
江道、猿倉、津池

㈱

1漏
㈹

新座小学校区 1：30～2：00 新座小学校
本町1上、下、東1、
袋町西、高田町2、3、
3東、高田町3西、3
南、丸山町、昭和町1
泉町、千代田町、島、

7月14日
9：30～11：0し）

7月16日
9＝30～11：00 レ日町市役所

高山1、2、3、4、67 （幻 ㈲
栄町、春日町1、2、3
高田町4、5、山本町5
千歳町、寿町1、2、3、4

本町4、5　6丁目1
23昭和研4、西
浦西縮荷町1　2
3丁白本通り、南、1ヒ

、灘蹴会鯉騒

7月15日

　㈱
2：00～3：00

7月17日

　働
2：00－3：00

本町六丁目

天理教北越分教会

2～保険衛生だ
　・瓢

※対象者、1』日町市内に在住する3〔材一未満7）住民

　｛随し職ま易で実ノ施する者は1～余く

対象者は十日町市内に在住をしている般住
民（6才未満と職場で実施する肴を除く）
実施場所は各人に於てもっとも都合グ）よい会
場で受けて下一さい。　1年に1度は必ずレント
ゲン検査を受けましよう。
当’日は・必ずお手元の健康手帳を持参して下さ
い。配布されておらない方は受付に申し出て
下さい。

－
　
　
　
　
り
白

3

結核定期健康診断（胸部レントゲン撮影）

壁塾．実難所館

1：00～2：QO東下組小学校

4：00～4：00仙之山作業所

実施月日

oo水口公民食館9：00～11

　実施場所

池谷分校
飛二小学校
枯木又分校

　ッ山分校
新水診療所
　藤木亮策氏宅

軽沢分校
津池冬期分校

赤倉分校
大池小学校

実施時間
10：00一一11二30

1：30～3：00

10：30．一一11：30

1：30～3100

　1　：00～　2　：30

3：00～4：00

10：00～11：30

1：30～2：30

／0：30～11＝30

1　：30～　3　：0（）

実施月日実施区域

1欄冨ll

区　　　十
　飛一小学校区6月30日

1　難

1：00～4：00下条小学校

1100～4：00中条小学校
1：00～4：00中条中学校

1：00～4：00大井田小学校

9：00～9130稲葉公民館
11：00～12：00吉田〉」・学校

1：00～2：30吉田中学校

1：00～2：30伊達観音堂

3：00～5：00水沢出張所

1：00～2：00太田島公会堂

2：30～4：00細尾公民館

1：00～2：00南中学校
1二〇〇～4100川治小学校

9：00～12100青少年ホーム

1：00～3二〇〇十日町中学校

6月29日
　　（月）

6月30印月

7月4日（七

7月8日困

7月9日㈱

7月13日（月）

実施区域

下条小学校区

東下組小学校区

仙之山部落

下条小学校区

下
条
地
区

中条小学校区

大井田小学校区

中
　
　
　
　
条

大
井
田
地
区

　
　

　
ね
㈹

　
曽
7劃

幽
　
部
蔀

部
　
谷
夏

葉稲　
　
匹
一
」

吉
田
地
区

　
（
北
部
）

7月7
　（’幻

水沢小学校区

7月15日

　困

7月16日因

7月6日㈲

7月2日

　㈲

太田島部落
細尾、天池、池之尻

南雲、部落

北新田部落

水
沢
地
区

1㌧置1激二
7月10日19：00～12：00卜日町製糸工場

　　團

7月11日

　　（D

7月16日困

十日町地区

川

治

十
　
日
　
町
　
地
　
区
　
平
　
場

田麦部落
箇
区

六
地

369


